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　＜自然のカイロプラクティック＞

　自然治癒力は内臓と脳の働きが停止した熟睡
中に働きます。熟睡中は全身の筋肉が脱力して、
背骨と背骨のすき間が開き、そこから出ている
自律神経や運動神経などが圧迫から解放されて、
本人の意識がない間にからだ中の修理や寝返り
をしている間に背骨がリセットされ整体作業で
ある自然のカイロプラクティックが行なわれま
す。むくみ、滞留便、贅肉などの老廃物の回収
をして、昨日の疲れはゼロにリセットする働き
をするのです。
　ところが夜遅い時間に食事を摂り、胃の中に
食物が入っている状態で寝る悪習慣は、頭は睡
眠していても胃は必死に消化の為のエネルギー
活動をしています。
　つまり内臓が働いている間は筋肉も緊張した
ままで朝まで脱力ができませんから朝起きても
疲れが取れないまま、睡眠中の自然治癒力が働
いているはずが整体もできずに贅肉やむくみ等
の老廃物の回収作業が行われず、蓄積したまま、
次から次へと貯め込みメタボへと更に追い討ち
をかける結果となってしまいます。
　老廃物の中でも、とくに滞留便がたまると腰
が痛くなったり、ヒザが痛くなったりお尻から
足の後ろにかけて痺れたり、痛んだりする坐骨
神経痛になりやすく、更に脊柱から出ている神
経を圧迫する頭痛、腕の神経痛、後頭部から首
筋にかけての違和感、肋間神経痛、背中の痛み
や腰の痛みなどの疾患になってます。
　お腹がすいて眠れないという人も居ますが、

「さらばメタボ＆すっきりボディ」 和気整体教室主宰

         和　田　武　宗

＝
⑱
＝

　

全
国
各
地
に
あ
る
美
肌
の
湯
と
い
わ
れ

る
温
泉
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ル
カ
リ

泉
質
で
す
。
ペ
ー
ハ
ー
で
い
う
と
、
中
に

は
11
を
超
す
強
ア
ル
カ
リ
泉
も
あ
り
ま

す
が
、
８
・
５
ぐ
ら
い
が
最
適
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ア
ル
カ
リ
成
分
が
肌
に
触
れ
る
と
、
中

和
能
が
働
い
て
、
肌
は
盛
ん
に
酸
性
物

質
を
出
そ
う
と
皮
膚
代
謝
を
活
性
化
し
ま

す
。
こ
れ
が
肌
に
大
切
な
保
湿
成
分
で
も

あ
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
ア
ル
カ
リ
は
肌

を
柔
ら
か
く
し
た
り
、
膨
潤
（
潤
い
ふ
く

ら
ま
せ
る
）
さ
せ
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。

　

温
泉
に
入
っ
た
後
は
何
も
塗
ら
な
く

て
も
ス
ベ
ス
ベ
に
な
り
ま
す
。
昔
の
人
は

理
由
は
分
か
ら
な
く
て
も
肌
が
き
れ
い
に

な
る
こ
と
は
経
験
で
知
っ
て
い
た
の
で
す

ね
。
今
で
は
科
学
的
な
根
拠
が
解
明
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
ア
ル
カ
リ
の
温
泉
に
入
っ
た

ら
、
顔
も
体
も
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
お
湯
を
か

け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ツ
ル
ツ

ル
の
お
肌
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

で
は
、酸
性
の
温
泉
は
？　

と
い
う
と
、

こ
ち
ら
は
殺
菌
作
用
が
高
い
の
で
傷
や
炎

症
を
鎮
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
戦

場
で
手
傷
を
負
っ
た
武
士
は
酸
性
の
温
泉

に
入
っ
て
直
し
て
い
ま
し
た
。

　

傷
に
は
酸
性
の
湯
、
美
肌
に
は
ア
ル
カ

リ
の
湯
で
肌
の
代
謝
を
活
性
か
さ
せ
る
、

と
使
い
分
け
る
の
が
賢
い
温
泉
の
利
用
法

で
す
。

美肌の湯は、アルカリ温泉です

人間の身体はこのような素晴らしい治癒効果が
あるということを知れば少しぐらいのお酒や消
化のよいつまみは別として、沢山食べることを
控えた方が賢明といわざるを得ません。

＜私達が掴んだ理想的な食事法とは①＞、

　私達がこれまでに実践し体験した中で「理想
的な食事法」とは何か、という側面と現代栄養
学の常織、あるいは一般的方法論や従来正しい
とされて来た概念も、すべてが正しいと錯覚し
ている部分も含め、「さらばメタボ＆すっきり
ボディ」も最終章にしたいと思います。
　さて、日本人のほとんどの人が〝食べて栄養
をつけて、運動をして鍛える〟というアメリカ
式健康法が最善だと信じているこの間違いが大
きな問題点であるという事。
　現代栄養学は食品を分析し、カロリーやビ
タミンを計算し、食材分析した結果「栄養があ
るもの」と称する食べ物が即人間に必要な栄養
にはならず、栄養に転換するのは、腸内細菌が
それを分解し、食材の原子を人体に必要な物質
へ原子転換し人体に必要な栄養を合成する力を
持っているのです。
　バランスよく食べないといけないと言う観念
から人間だけが色々の種類の食べ物を口にして
います。その結果、老廃物の蓄積をくり返し、
食物から転化した毒素が慢性病を引き起こして
いるということです。牛や馬は草しか食べませ
ん、しかしあのたくましい筋肉とパワーは草だ
けで肉体に必要な栄養へとエネルギーの原子転
換をしているのです。

　言い換えると人間に一番必要な食物は穀物で
す。血液を作ること、骨を育てることビタミン
やカルシウム、タンパク質の合成は腸内細菌が
活躍しているからに他なりません。
　このように考えると〝食育〟と称する「朝食の
すすめ」、１日 30 品目の必要性や牛乳を取る
とカルシウム不足が補われるという、これらの
強迫観念が多食化の原因となり肥満やさまざま
な病気の原因を作ってしまうのである。また子
供がご飯ばかりを食べておかずを食べないとい
う親のなげきも、子供が嫌がる食べ物をいやい
や食べさせる大人のおろかさが浮き彫りにされ
て来ます。更に食べ物に対して、体に良いとか
悪いとか偏見を持たないこと、差別をしないこ
とが食べ物に対する感謝の念、自然に対する畏
敬の念をもつことが大切なのではないでしょぅ
か。
　次に運動をしなければとか、足腰を鍛えなけ
ればいけないという観念も、逆に筋肉が凝って
硬くなり、気の流れが悪くなり、ぜい肉やむく
みなど老廃物が排泄できず、反対に太ってしま
うという悪循環、さらに鍛えた筋肉は柔軟性が
ないため、骨折しやすく怪我に見舞われ、関節
の老化を早めて筋肉疲労が痛みの原因を作り、
食べすぎ、運動のしすぎによる活性酸素で肉体
の老化を加速させてしまうのです。
　ご存知マリナーズのイチロー選手も食に対す
るこだわりが人一倍大きく、渡米以来現在に至
るまで自宅では朝食は摂らず、つまりブランチ
といわれる昼食兼用である弓子夫人手作りのカ
レーライスを毎日毎日食べている。という話に
彼の体に対する感覚の鋭さが、怪我のない柔軟
な体を生み、動きの速いシャープなボディを保
つことができるのである。
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田
尾
理
事
長
を
重
任

     

日
本
パ
ー
マ
工
組
が
総
会

　

日
本
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
ウ
ェ
ー

ブ
液
工
業
組
合
（
田
尾
有
一
理

事
長
）
は
５
月
26
日
、
東
京
・

西
新
宿
の
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
東
京
で
第
45
回
通

常
総
会
を
開
き
、
平
成
21
年

度
事
業
報
告
・

同
決
算
報
告

を
承
認
、
平
成

22
年
度
事
業

計
画
案
・
同
予

算
案
を
原
案
ど

お
り
全
会
一
致

で
承
認
し
た
。

　

こ
の
後
、
全
美
連
の
藤
原
国

明
副
理
事
長
が
登
壇
、
今
年
か

ら
展
開
す
る
パ
ー
マ
需
要
拡
大

策
に
つ
い
て
説
明
、
協
力
を
願

っ
た
。
同
工
業
組
合
で
は
、
今

年
は
全
美
連
が
パ
ー
マ
需
要
拡

大
を
本
格
展
開
す
る
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
積
極

姿
勢
で
臨
む
と
し
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
の
業
界
の
動
き
を
注
目

し
て
い
る
。

　

す
で
に
全
美
連
か
ら
の
協
力

要
請
を
受
け
て
２
０
０
万
円
の

協
賛
金
を
提
供
済
み
と
い
い
、

全
美
連
の
全
国
展
開
が
こ
れ
か

ら
と
い
う
こ
と
で
今
後
も
各
会

員
へ
臨
時
会
費
の
徴
収
も
視
野

に
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
同
工

組
と
し
て
も
パ
ー
マ
需
要
の
拡

大
は
売
り
上
げ
増
に
直
結
す
る

も
の
で
、
後
方
支
援
に
は
当
然

力
が
こ
も
り
そ
う
で
会
員
の
理

解
も
得
ら
れ
る
と
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　

な
お
、
今
年
は
役
員
改
選
期

に
当
た
り
、
田
尾
有
一
理
事
長

を
重
任
し
た
。

増
保
理
事
長
を
４
選

                

東
京
Ｂ
Ｓ 

副
に
蒲
生
、
遠
藤
氏

　

東
京
都
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
プ
ラ

イ
協
同
組
合
（
増
保
憲
一
理
事

長
）
の
平
成
22
年
度
通
常
総

会
が
５
月
28
日
、
東
京
・
澁

谷
の
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東
急

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
平
成
21

年
度
決
算
、
同
22
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
を
審
議
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し

た
。
ま
た
借
入
金
最
高
限
度
決

定
で
は
、
限
度
額
を
１
千
万
円

と
し
、
役
員
報
酬
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
無
報
酬
と
し
た
。

　

こ
の
後
、
役
員
改
選
に
当
た

り
、
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ

た
理
事
会
で
選
出
さ
れ
た
新
理

事
に
よ
り
理
事
会
を
開
き
、
理

事
長
に
増
保
憲
一
理
事
長
を
４

選
し
た
。
副
理
事
長
に
は
蒲
生

茂
氏
、
遠
藤
幸
吉
氏
、
山
崎
登

美
子
氏
を
決
め
た
。

　

増
保
理
事
長
は
４
選
を
受
け

て
、「
も
う
１
期
と
い
う
こ
と

で
お
受
け
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

２
年
間
、
流
通
を
正
し
な
が
ら

い
い
方
向
へ
持
っ
て
い
き
、
存

在
感
の
あ
る

組
織
を
め
ざ

し
た
い
。
次
い

で
秩
序
あ
る
ル

ー
ル
作
り
を
模

索
し
、
次
世
代

の
人
た
ち
の
育

成
」と
語
っ
た
。

新たに蒲生茂氏、遠藤幸吉氏
を迎えた新正副理事長

エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
の

新
製
品
６
月
新
発
売

     

フ
ィ
ヨ
ー
レ
コ
ス
メ

　

フ
ィ
ヨ
ー
レ
コ
ス
メ
テ
イ

ク
ス
（
滝
川
晃
一
社
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
エ
イ
ジ
ン
グ

ケ
ア
に
着
目
し
た
新
製
品

「F
A
S
C
IN
A
T
O

（

フ

ァ

シ
ナ
ー
ト
）」
を
６
月
１
日
新

発
売
す
る
。

　

ア
ラ
ウ
ン
ド
30
（
ア
ラ
サ

ー
）、
ア
ラ
ウ
ン
ド
40
（
ア
ラ

フ
ォ
ー
）、ア
ラ
ウ
ン
ド
50
（
ア

ラ
フ
ィ
ー
）
と
呼
ば
れ
て
い
る

30
代
か
ら
40
代
、
50
代
の

女
性
た
ち
。
そ
の
彼
女
た
ち
が

抱
え
て
い
る
の
が
、
ヘ
ア
ケ
ア

に
対
す
る
悩
み
や
不
安
、
そ
し

て
ヘ
ア
ケ
ア
製
品
に
対
す
る
要

望
…
。
悩
み
は
あ
る
け
れ
ど
、

そ
れ
を
ケ
ア
す
る
解
決
ア
イ
テ

ム
が
な
い
、
そ
ん
な
彼
女
た
ち

の
「
共
感
」
か
ら
生
ま
れ
た
シ

ャ
ン
プ
ー
＆
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

が
「
フ
ァ
シ
ナ
ー
ト
」。

　

加
齢
に
伴
い
頭
髪
の
悩
み

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
と
く
に
女
性

を
悩
ま
せ
て
い
る
の
が
頭
髪
の

「
に
お
い
」「
乾
燥
」
と
髪
の
「
ボ

リ
ュ
ー
ム
ダ
ウ
ン
」。

　

フ
ァ
シ
ナ
ー
ト
は
、
髪
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
減
少
や
頭
皮
の
悩

み
に
対
し
健
や
か
な
頭
皮
と
、

ハ
リ
・
コ
シ
の
あ
る
ツ
ヤ
や
か

で
弾
む
よ
う
な
髪
へ
と
導
く
ヘ

ア
ケ
ア
ラ
イ
ン
と
い
う
。

　

▽
フ
ァ
シ
ナ
ー
ト
シ
ャ
ン

プ
ー
Ａ
Ｂ　

２
５
０
ml　

１
８
９
０
円
（
税
込
み
）

　

▽
フ
ァ
シ
ナ
ー
ト
ト
リ
ー

ト
メ
ン
トA

B
 

１
８
０
ｇ　

１
８
８
０
円
（
税
込
み
）

Ｕ
Ｖ
ケ
ア
新
製
品

「
ケ
ラ
ス
タ
ー
ゼ

ソ
レ
イ
ユ
」
新
発
売

              

日
本
ロ
レ
ア
ル

　

日
本
ロ
レ
ア
ル
・
セ
レ
ク
テ

ィ
ブ
事
業
本
部
「
ケ
ラ
ス
タ
ー

ゼ
」
で
は
こ
の
ほ
ど
、
紫
外
線

に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
髪
を
守

る
ヘ
ア
ケ
ア
シ
リ
ー
ズ
「
ケ
ラ

ス
タ
ー
ゼ
ソ
レ
イ
ユ
」
を
発
売

し
た
。

　

ソ
レ
イ
ユ
初
の
デ
イ
リ
ー
ヘ

ア
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
で
、
夏
季

限
定
発
売
と
い
う
。

　

髪
が
紫
外
線
を
浴
び
る
と
、

「
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
」
が
発
生
。

髪
の
ダ
メ
ー
ジ
や
褪
色
の
進
行

に
影
響
を
与
え
る
。
さ
ら
に
カ

ラ
ー
ニ
ン
グ
し
た
髪
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
、
髪
は
パ
サ
つ
い
て

色
あ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
生
ま

れ
た
の
が
「
ケ
ラ
ス
タ
ー
ゼ
ソ

レ
イ
ユ
」
と
い
う
。

Ｕ
Ｖ
ケ
ア
新
製
品

２
ア
イ
テ
ム
発
売

     

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

　

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
の

「E
S
T
E
S
S
IM
O

（
エ
ス
テ

シ
モ
）」
は
「
エ
ス
テ
テ
ィ
カ

ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
展
開
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
。
エ
ス
テ
、

ヘ
ア
ケ
ア
、
ヘ
ッ
ド
ス
パ
に
ハ

ン
ド
ス
パ
を
加
え
て
今
年
度
か

ら
本
格
的
に
始
動
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
回
、
エ
ス
テ
シ

モ
ハ
ン
ド
ス
パ
か
ら
は
、
夏
に

向
け
て
紫
外
線
ケ
ア
の
新
製
品

「
エ
ス
テ
シ
モ
ハ
ン
ド
ス
パ　

ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
と
「
エ

ス
テ
シ
モ
ハ
ン
ド
ス
パ　

デ
イ

リ
ー
リ
ポ
ク
リ
ー
ムU

V

」
の

２
ア
イ
テ
ム
が
発
売
さ
れ
る
。

　
【
製
品
コ
ン
セ
プ
ト
】

　

▽
エ
ス
テ
シ
モ
ハ
ン
ド
ス
パ

は
、
エ
イ
ジ
ン
グ
世
代
の
手
肌

を
、
ス
キ
ン
ケ
ア
発
想
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
ケ
ア
す
る
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
。
肌
を
露
出

す
る
機
会
も
多
く
、
紫
外
線
ケ

ア
が
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

夏
に
、
エ
イ
ジ
ン
グ
世
代
の
手

肌
を
「
肌
を
ベ
ー
ス
か
ら
整
え

て
、
紫
外
線
か
ら
守
る
」
と
い

う
２
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
ケ
ア
す

る
。

　

▽
エ
ス
テ
シ
モ
ハ
ン
ド
ス

パ　

ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー　

フ

ル
ー
ツ
酸(

乳
酸)

と
パ
パ
イ

ン
酵
素
が
、
余
分
な
角
質
を
除

去
し
な
が
ら
、
保
湿
成
分(

白

金　

ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
、
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸)

が
肌
に
潤
い
を
与
え

る
、
ふ
き
と
り
化
粧
水
。
透
明

感
の
あ
る
す
べ
す
べ
の
手
肌
に

整
え
る
。

　

▽
エ
ス
テ
シ
モ
ハ
ン
ド
ス

パ　

デ
イ
リ
ー
リ
ポ
ク
リ
ー
ム

U
V

　
　

デ
イ
リ
ー
リ
ポ
ク
リ
ー
ム

の
保
湿
効
果
は
そ
の
ま
ま
に
、

紫
外
線
か
ら
お
肌
を
守
るU

V

ク
リ
ー
ム
。
ヒ
ナ
ギ
ク
花
エ
キ

ス
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
エ
キ
ス
、
ド

ク
ダ
ミ
エ
キ
ス
の
白
い
植
物
エ

キ
ス
の
チ
カ
ラ
と
と
も
に
、
夏

の
手
肌
を
ケ
ア
す
る
。

総会で挨拶する田尾理事長


